
（別紙３）

～ 令和7年11月27日

（対象者数） 28 （回答者数） 28

～ 令和8年1月23日

（対象者数） 8 （回答者数） 8

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
今後も継続し、よりこどもたちに寄り添った支援を
提供できるよう努めていきます。

2
今後もこどもたちが楽しく活動しながら、さまざまな経験を
積み重ね成⾧していけるよう、保護者のご協力をいただきな
がら今後も取り組んで参ります。

3
これからも、こどもや保護者とのコミュニケーションを大
切にしていきます。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
SNSでの発信を開始できるようにし、今後も地域に掲示物を
お願いしながら発信していきたいと考えます。

情報共有を細めに行い、職員間の連携がしっかり取れ、支援に
取り組んでいます。

・日々積極的にコミュニケーションを取り合い、気になること
があったら都度相談し合える環境を整えています。
・支援内容やこどもたちの様子について、日常的に情報共有を
行い、それをもとに具体的な支援方法を検討・実行するように
しています。

日常生活・集団生活に必要な力や社会体験できる活動を組み立
てています。自宅ではなかなか経験できない活動や集団でしか
できない活動など、さまざまな体験を通じて楽しみながら社会
性等を学べるように支援しています。

こどもたちが楽しめるか、取り組みたいと思うかなどを考慮し
た上で、活動内容の計画・お出かけする場所などを組み立てて
います。

アットホームな雰囲気でこどもと保護者がいつでも相談し
やすい環境となっています。

誰もが相談しやすいようこどもの様子や頑張りを保護者に報告
し、こどもが褒めてもらえる機会を増やしています。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

事業所を地域の資源として多くの方に知っていただくことと
細めに事業所の強みなどの情報発信できる為にSNSの活用が必
要と考えます。

SNS発信においての不安などもあり、取り組みに対して躊躇し
ていた部分がありましたが、日々勉強し、取り組む準備を行っ
ています。

令和8年1月15日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和8年2月18日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 児童発達支援センターおひさま

○保護者評価実施期間 令和7年11月10日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表



（別紙４）

児童発達支援センターおひさま
公表日 令和8年2月24日

利用児童数 令和７年１１月２９日　２８名 回収数 28名

チェック項目 はい
どちらとも
いえない

いいえ わからない ご意見

1 こどもの活動等のスペースが十分に確保されていると思いますか。 28
ボール遊びをするなど、雨の日でも十分
に遊べるスペースがあると思います

2 職員の配置数は適切であると思いますか。 28

3
生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっていると思い
ますか。また、事業所の設備等は、障害特性に応じて、バリアフリー化や
情報伝達等への配慮が適切になされていると思いますか。

26 1 1
室内はバリアフリーになっていると思い
ます。

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっていると思いますか。
また、こども達の活動に合わせた空間となっていると思いますか。

28

5
こどものことを十分に理解し、こどもの特性等に応じた専門性のある支援
が受けられていると思いますか。 

28
こどもの特性に合わせて個別で支援を
行ってくださっています。

6
事業所が公表している支援プログラムは、事業所の提供する支援内容と
合っていると思いますか 。

28

7
こどものことを十分理解し、こどもと保護者のニーズや課題が客観的に分
析された上で、放課後等デイサービス計画（個別支援計画）が作成されて
いると思いますか。

28

8

放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの
「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支
援」、「移行支援 」で示す支援内容からこどもの支援に必要な項目が適
切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されていると思います
か。

28

9 放課後等デイサービス計画に沿った支援が行われていると思いますか。 28

10
事業所の活動プログラムが固定化されないよう工夫されていると思います
か。

28
家庭ではできない活動や経験をさせてい
ただいています。

11
放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会
がありますか。

22 1 5
他の事業所とのドッチボール大会に参加
させていただき楽しんでいました。

定時の清掃のほかに、感染症対策もあり
利用の都度消毒をしています。また、発
達段階や個々の特性に応じて「自分でで
きる」「安心できる」「見てわかる」環
境を整えています。

苦手な部分への配慮だけでなく、強みを
活かしながら、安心して成⾧できる環境
を調えています。

支援プログラムと実際の支援内容は一致
しています。また、個別支援計画に基づ
いた一貫性のある支援を行っています。

計画は、日々の様子の観察や面談を通し
て得られた情報をもとに、客観的な視点
で検討し、お子さまにとって無理のない
目標や支援内容を設定しています。

環
境
・
体
制
整
備

適
切
な
支
援
の
提
供

放課後等デイサービス計画には、個々の
支援で必要な”発達支援”　”家族支援”　”
地域支援”の内容を放課後等デイサービス
計画に反映して記しています。発達支援
では、より具体的に記載をさせていただ
き、関わり方について、共通認識を図る
ように心がけています。

支援計画に基づいて、日々の支援・活動
を立案・実施しております。今後も作成
した支援計画をもとに継続的に支援を
行っていきます。

支援プログラムは固定したものではな
く、お子さまの発達状況や気持ちの変化
に合わせて柔軟に調整しています。“今、
この方にとって必要なことは何か”を大切
にしながら将来を見据え支援していま
す。

通常学級、特別支援学級に在籍している
お子様は学校や児童クラブにて日常的に
活動する機会があり、その日の様子につ
いても引継ぎ等で把握するよう努めてい
ます。その他、活動の中で自然に障がい
の有無にかからず交流する機会を設定し
ています。

事業所名

ご意見を踏まえた対応

法令を遵守したスペースで運営しており
ます。落ち着ける静かなスペース（クー
ルダウンスペース）も設けてあります。

事業所としての配置基準は満たし，各専
門職の配置もしております。
児童発達支援管理責任者や保育士、児童
指導員などの資格を持った職員を８名配
置しております。

生活空間は目的に従って、移動できるよ
う絵や文字等で表示しています。
一日の流れを絵カードやスケジュール
ボードで示し「見てわかる」環境づくり
を大切にしています。
バリアフリー化については、車いすを利
用される方が来られてもいいように出入
口の配慮をしています。また、室内はバ
リアフリーになっています。

保護者等からの事業所評価の集計結果公表



12
事業所を利用する際に、運営規程、支援プログラム、利用者負担等につい
て丁寧な説明がありましたか。

28

13
「放課後等デイサービス計画」を示しながら、支援内容の説明がなされま
したか。

28

14
事業所では、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニン
グ等)や家族等も参加できる研修会や情報提供の機会等が行われています
か。

28
今年は仕事でいけませんでしたが、参加
をしたいと思っています。

15
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの健康や発達の状況に
ついて共通理解ができていると思いますか。

28

16 定期的に、面談や子育てに関する助言等の支援が行われていますか。 28
相談をしたときに電話や面談などその時
の状況に応じて対応してくださいまし
た。

17 事業所の職員から共感的に支援をされていると思いますか。 28

18

父母の会の活動の支援や、保護者会等の開催等により、保護者同士の交流
の機会が設けられるなど、家族への支援がされているか。また、きょうだ
い向けのイベントの開催等により、きょうだい同士の交流の機会が設けら
れるなど、きょうだいへの支援がされていますか。

28
家族会にきょうだい児への参加も声をか
けていただきました。家族会で他の保護
者と話ができてよかったです。

19

こどもや家族からの相談や申入れについて、対応の体制が整備されている
とともに、こどもや保護者に対してそのような場があることについて周
知・説明され、相談や申入れをした際に迅速かつ適切に対応されています
か。

28

20
こどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮がなされていると
思いますか。

28

21
定期的に通信やホームページ・SNS等で、活動概要や行事予定、連絡体制
等の情報や業務に関する自己評価の結果をこどもや保護者に対して発信さ
れていますか。

28

22 個人情報の取扱いに十分に留意されていると思いますか。 28

23
事業所では、事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュア
ル、感染症対応マニュアル等が策定され、保護者に周知・説明されていま
すか。また、発生を想定した訓練が実施されていますか。

28

24
事業所では、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓
練が行われていますか。

28
毎月避難訓練を行い、様々な話もしてい
るようです。

日々の対話や面談を通して思いを共有
し、お子さまや保護者の気持ちに寄り
添った共感的な支援に努めていきます。

家族会の中で、きょうだい児への配慮や
関りも大切にしており、実際にきょうだ
い児も参加されています。

送迎時の対話、面談等を通して丁寧な意
思疎通を心がけています。こどもの特性
やご家族の状況に配慮しながら、わかり
やすい説明と情報共有に努めています。

法人のパンフレットやホームページで活
動の概要はお示ししております。行事予
定等につきましては、おたより「おひさ
ま」にて毎月お知らせしております。連
絡体制については、家族会で書面にてお
伝えし、自己評価も家族会の際に閲覧し
ていただきました。ホームページにも掲
載しております。いつでもご覧いただけ
るように事業所内への設置もしてありま
す。

こどもやご家族からの相談や申し入れに
ついては、随時受け付けられる体制を整
えています。内容に応じて職員間で共有
し、必用に応じて管理者も含めて検討を
行い、迅速かつ適切な対応に努めていま
す。また、面談や、電話等でも相談しや
すい環境づくりを心がけています。

今後も個人情報の取り扱いには十分注意
をしてまいります。

マニュアルについて保護者の皆様にご確
認いただいており、感染症の予防と蔓延
しない取り組みについてもご協力いただ
いております。緊急時の対応につきまし
ても、緊急連絡の体制や避難場所の確認
も細かく実施いたしました。

年2回の通報避難訓練をはじめ、地震・
火災・不審者対応など、こどもたちが安
全に行動できるよう各種訓練を実施して
います。保育園や地域と合同で実施する
ことで、より現実的な状況を想定した訓
練が可能となり、安全意識や連携力の向
上に努めています。訓練後は職員で振り
返りを行い、改善点を確認することで、
より安全な環境作りに努めています。

非
常
時
等
の
対
応

保
護
者
へ
の
説
明
等

利用契約時等に重要事項説明を解りやす
く説明しております。また、いつでもご
確認いただけるように相談受付、掲示、
交付しております。支援内容についても
こまめに連携を行っています。

放課後等デイサービス計画はアセスメン
トを丁寧に行い、課題を抽出し、ニーズ
に基づいた計画案を提示して説明し同意
を得ています。

保護者の皆さまが安心して子育てに向き
合えるよう、かかわり方のコツやこども
の理解を深める家族支援（ペアレントプ
ログラム）を行いました。

保護者の皆さまが安心して思いを伝えら
れる関係を大切にし、こどもの心身の発
達や日々の成⾧をともに見守り、その歓
びを共有しながら支援しています。

今後も継続して丁寧に個別面談、電話で
のやり取り、医療機関への紹介等行いま
す。



25
事業所より、こどもの安全を確保するための計画について周知される等、
安全の確保が十分に行われた上で支援が行われていると思いますか 。

28

26
事故等（怪我等を含む。）が発生した際に、事業所から速やかな連絡や事
故が発生した際の状況等について説明がされていると思いますか。

28

27 こどもは安心感をもって通所していますか。  28 職員との関係も良好で安心しています。

28 こどもは通所を楽しみにしていますか。 28
帰ってから何をしたか、楽しそうに話し
てくれます。

29 事業所の支援に満足していますか。 28

満
足
度

これからもこどもたちと保護者の皆さま
が安心できる支援を続けてまいります。

事故や怪我が発生した際は、速やかに保
護者へ連絡し、状況と対応内容、再発防
止策を説明しています。

日々の活動や友だちとの関りを楽しみに
して通所しています。今後も楽しい活動
を計画してまいります。

安全確保の計画は職員間で共有され、避
難訓練や、車の置き去り防止装置の設置
など、必要な対策の上で支援が行われて
います。保護者にも周知されており、安
心・安全な環境で支援が実施されていま
す。



（別紙５）

児童発達支援センターおひさま
公表日 令和8年2月24日

チェック項目 はい いいえ 工夫している点 課題や改善すべき点

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 〇

遊戯室や発達支援室では、こどもたちの人数に対して十
分な広さを確保しており、安全で快適な環境のもと、庭
での砂場遊びやプール、畑での野菜つくり・収穫なども
行っています。

2
利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切である
か。

〇
児童発達支援管理責任者の他、児童指導員、保育士等を
配置しています。基準より多めに配置しています。

3
生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっている
か。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や
情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。

〇

生活空間は、居場所や行動の見通しが持ちやすいよう視
覚支援をしてあります。
外門入り口は数段階段がありますが、身体的配慮が必要
な場合は、車いすでも入室できる出入り口を設営してい
ます。非常災害時の訓練でもバリアフリーの出入り口を
使用しての訓練を行っています。室内はバリアフリーに
なっています。

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、
こども達の活動に合わせた空間となっているか。

〇

生活空間は、活動の前後に環境整備を行い、こどもたち
が心地よく過ごせるよう準備をしています。
こどもたちの成⾧や活動の内容に合わせて、環境の配慮
をしています。

5
必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められ
る環境になっているか。 

〇
必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用できる
環境になっており、安心してすごせる場所が確保されて
います。

6
業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、
広く職員が参画しているか。

〇

業務改善を図るために、職員会議、事業企画会議等を定
期的に実施しています。職員会議は全職員が参加し、目
標に向けての話を行っています。目標に対して実際の分
析と次への改善等の話し合いを行い、抽出された事柄に
ついて、法人で行う事業企画会議で管理者が提案しサー
ビスの質の向上に取り組んでいます。得たい知識等を
サービスの質向上委員会に提案し研鑽を深めています。
環境保全への取り組みとして、グリーンオフィス環境管
理事業所に令和4年2月から認定を頂き、地球にも優しい
取り組みも実践しています（SDG’ｓ）。令和７年度は
さらにDXの推進を法人全体で取り組み、業務改善がな
されています。

7
保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けて
おり、その内容を業務改善につなげているか。

〇
前年度のアンケート調査結果を集計・分析し、今年度の
事業計画に反映させ、業務改善につなげており、次年度
も取り組みます。

8
職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につ
なげているか。

〇

職員の意見を把握しやすい環境が整えられており、支援
内容は随時相談・見直しが行われ、支援後のフィード
バックも実施されています。これらの取り組みを PDCA
サイクルに反映することで、業務改善につなげていま
す。

9
第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげている
か。

〇

自己評価後の総合的な見解を地域の保育園の保育者の方
と一緒に協議いただいております。地域の子育てを支援
する施設として求められていることを一緒にご検討いた
だいております。

事業所名

環
境
・
体
制
整
備

業
務
改
善

事業所における自己評価結果公表



10
職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研
修を開催する機会が確保されているか。

〇

法人に研修広報委員会（サービスの質向上に関する取り
組みの委員会）、キャリアパス委員会、段位制度を設け
ています。研修広報委員会が主催する法人研修と事業所
内研修はそれぞれ年間計画に基づき全職員が参画できる
体制を作っています。オンライン研修も構築していま
す。外部研修についても積極的に参加できる体制作りと
復命研修を実施しています。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  〇

家族会の際に保護者等の事業所評価と職員自己評価を見
ていただいています。事業所内にいつでも閲覧できるよ
うに設置し、ホームページでも公表しています。また、
いつでもご意見できるよう意見箱の設置と伝えやすい関
係性作り、申出を行っても不利益を被ることがない旨書
面でも通知をしています。支援プログラムにおいても説
明と資料でも配布し、ホームページでも広く公表させて
いただいております。

12
個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者の
ニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を
作成しているか。

〇

本人や保護者より目標に対する達成度やニーズを把握
し、アセスメント表をもとに分析を行い、カンファレン
スを行い、個別支援計画を作成しています。状況に応じ
て、医師や公認心理士等からの情報も共有しています。

13
放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任
者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こども
の最善の利益を考慮した検討が行われているか。 

〇

児童発達支援管理責任者が中心となり、職員会議や日々
の振り返りの中で情報を共有し、チーム全体で検討した
うえで支援計画を作成しています。全職員が内容を理解
し、統一した支援を行っています。

14
放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が
行われているか 。

〇

短期目標や支援目標について共通認識し、支援提供上の
ポイントと発達過程（発達の芽生えやヨコの発達）につ
いて気づいていけるよう共通認識の打ち合わせを行って
います。

15
こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマル
なアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセ
スメントを使用する等により確認しているか。

〇
複数のアセスメントツールを使用し、観察から気づきを
記録するようにしています。

16

放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドライン
の「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家
族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支
援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な項目が適切に設定さ
れ、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。

〇

放課後等デイサービスガイドラインの「本人支援」「家
族支援」「移行支援」及び「地域支援・地域連携」の視
点を踏まえ、アセスメントをもとにこどもの課題や強み
を整理しています。そのうえで、
・本人支援では、生活スキルやコミュニケーション力の
向上など具体的な目標を設定し、活動内容に反映してい
ます。
・保護者支援では、面談や情報共有を通して家庭でのか
かわり方の助言を行っています。
・移行支援や地域連携では、学校や関係機関と情報共有
を行い、切れ目のない支援につなげています。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 〇
活動プログラムは、職員間で話し合いながらチームで立
案しています。こどもの状況や個別支援計画を共有し、
実施後は振り返りを行い改善につなげています。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 〇

こどもたちの気づく視点に十分に寄り添い、共感しなが
ら、主体的で対話的な深い学びにつながる取り組みを意
識して活動を工夫しています。お友達の意見を受け入れ
たり、主張をしたり、譲り合ったり、行動をパターンで
学習したりしています。体づくりや文化の継承も継続し
て取り組んでいます。こどもたちが活動のねらいを感じ
取り、満足できる動機づけから工夫をして取り組んでい
ます。

適
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19
こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課
後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。

〇

支援プログラムにもあるように総合的な視点（ICF）
で、こどもたちのいろいろな感性が広がるよう個別活動
と集団活動を適宜組みあわせてプログラムを工夫をして
います。将来の姿を見据え、本人の意思を尊重しつつ、
主体性をもって参加できる活動計画を立案しています。
こどもたちの年齢と発達支援の経験に幅がありますの
で、段階に合わせたプログラム設定を生活と遊びの中で
行っています。

20
支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内
容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っている
か。

〇
支援開始前に職員間で打ち合わせを行い、支援内容や役
割分担を確認しています。共通理解のもと、チームで連
携し、安心できる支援体制を整えています。

21
支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の
振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。

〇
支援後には振り返りの時間を設け、良かった点や改善点
を確認しながら、継続的に支援の質向上に努めていま
す。

22
日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につ
なげているか。

〇

その日のうちに支援経過を記録し、複数の職員で確認し
ています。「今回できたことが継続してできるか」「場
面が変わったときにも発揮できるか」「その時の本人の
反応はどうだったか」など、成⾧の振り返りを行ってい
ます。

23
定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの
必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。

〇

定期的にこどもの発達状況の分析・環境の変化などの情
報収集と保護者の意見、関係者の意見を取り入れながら
モリタリングを行い、カンファレンスを行い個別支援計
画の見直しを行っています。

24
放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み
合わせて支援を行っているか。

〇

こどもたちが意欲的に自主的に参加できる活動や成功体
験の積み増しができるよう取り組んでいます。こどもた
ちが協同で製作をしたり、畑で食物を育て、食したり、
地域ボランティアと活動したり、数ある遊びの中から遊
びを選択するなど楽しんで活動に取り組める支援を行っ
ています。

25
こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定
をする力を育てるための支援を行っているか。

〇

こどもが自己選択・自己決定できるように工夫していま
す。集団活動では役割を自分で選べるようにし、「どう
したい?」「どれにする?」といった言葉かけを通して
意思表示を促しています。選択した結果についても振り
返りを行い、自分で決める経験を積み重ねることで、自
己決定する力の育成につなげています。

26
障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、
そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。

〇

障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関
との会議には、こどもの状況をよく理解している職員が
参画し、関係機関と連携しながら支援の充実を図ってい
ます。

27
地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教
育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。

〇
保護者を介し連携を図る体制をとっています。個別の状
況に応じて体制を組む予定です。

28
学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻
の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適
切に行っているか。

〇
学校と年間計画や下校時刻等の情報共有を行い、送迎時
や緊急時にも速やかに連絡調整を行うなど、適切に連携
しています。

29
就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援
事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。

〇
保護者の方から情報をもらい、必要に応じて保育所や幼
稚園との間で情報共有と相互理解に努めています。

30
学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等
へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等している
か。

〇

移行がスムーズにできるよう、移行先へ情報提供を行
い、卒業後の生活・活動の場で力を十分に発揮できるよ
う連携を図っています。状況に応じては、卒業後も相談
に応じたり、懇談をしたりします。

31
地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスー
パーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。

〇
児童発達支援センター間の連携や鹿児島県こども総合療
育センターからの助言や研修を受講しています。



32
放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する
機会があるか。

〇
地域の方との関係を大切にしています。散歩の際や登下
校の見守り（安全パトロール）など行う事で近隣の小学
校との連携も大切にしています。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 〇

県域での他の児童発達支援センターとの連携は、対面に
て研修や課題についての話し合いを県こども総合療育セ
ンター主催で行っており、積極的に参加しております。
市域でも市主催のフォーマルな会と自主的な連携のイン
フォーマルな連携とがあります。他、センターおひさま
が担当する南部・松元地区の地域の事業所支援の担当に
ついてや地域支援の方法等について、センターおひさま
内外で話し合いを行いました。
地域の事業所との研修会について、センターおひさまが
主催し、行政・障害者基幹相談センター・地域の事業所
等参加で研修とグループワークを実施し、支援の在り方
や地域課題について学び合いを行いました。普段から地
域での顔の見える関係について今後も取り組みを実施
し、「面」でつながりつつありますので継続して参りま
す。自立支援協議会の委員として理事⾧が出席していま
す。その他、法人として地域ケア推進会議等に出席し情
報の交換を行っております。今後も地域の状況、動向を
共有できるよう参加していきます。

34
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課
題について共通理解を持っているか。

〇
都度面談や電話で状況の共有を行っています。気になる
点、相談に対しての細かな情報が共有できるように取り
組みをしています。

35
家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラ
ム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会
や情報提供等を行っているか。 

〇

今年度もペアレントプログラムのを開催しました。他事
業所の職員や保護者の方にもご参加いただき、事業所の
枠を超えた学びの交流の場となっています。参加者から
は「具体的でわかりやすい」「同じ悩みを共有できて安
心した」といった感想をいただいており、家族同士のつ
ながりや支援力の向上につながっていると感じていま
す。

講師となる職員は、ペアレントプログラ

ムフォローアップ研修に毎年参加してい

ます。今後も研鑽を重ね、ペアレントプ

ログラムを実施していきます。

36
運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っ
ているか。

〇

契約時・変更時等ご説明をしています。
また保護者からの質問等にはその都度解りやすく丁寧な
説明を心がけています。運営規程、活動計画、利用者負
担等について、事業所内に閲覧できるよう設置してあり
ます。

37
放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思
の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや
家族の意向を確認する機会を設けているか。 

〇

放課後等デイサービス計画の作成にあたっては、こども
や保護者との面談を行い、移行や希望を丁寧に聞き取っ
ています。こどもの最善の利益を最優先に考え、アセス
メント内容を踏まえて支援目標や支援内容を検討してい
ます。

38
「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、
保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。

〇

利用の際には、作成した個別支援計画を保護者に説明
し、同意を得た上で支援を行っています。また定期的な
モニタリングにおいて見直しが必要な場合や保護者より
内容の変更依頼を受けた際には、再度アセスメントを行
い、新たに作成した個別支援計画の説明を行い、同意を
得ています。

39
家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要
な助言と支援を行っているか。

〇

定期的に面談を行うとともに、日頃から気軽に相談して
いただける関係づくりを大切にしています。子育てに関
する悩みや不安に丁寧に対応し、状況に応じた助言や支
援を行い、安心して子育てができるように努めていま
す。
また、適切な助言ができるように利用児に関わる他の職
員の意見も聞きながら助言をするようにしています。
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40
父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、
保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、
きょうだい同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。

〇

家族会を年2回開催することにより、保護者同士でこど
もの悩みを相談しあったり、情報共有や情報交換をする
場に繋がっています。家族間交流やきょうだいであそべ
るよう行事の計画もしています。

41
こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するととも
に、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対
応しているか。

〇

苦情受付窓口を明確にし、重要事項説明書等で周知して
います。苦情や要望があった場合は、速やかに事実確認
を行い、誠実かつ適切に対応するとともに、必要に応じ
て再発防止策を検討しています。

42
定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することによ
り、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対し
て発信しているか。

〇

毎月お便りを発行し、活動の概要や行事予定、日々のエ
ピソードなどをお知らせしています。今後はより身近に
活動の様子を感じていただけるよう、インスタグラムの
開設も予定しております。準備が整い次第、改めてご案
内いたします。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 〇
法人の個人情報保護規定を基に個々に十分説明し、同意
をいただいた上で、取り扱いには十分に注意していま
す。

44
障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮を
しているか。

〇

本人の気持ちを十分にくみ取りながら、必要に応じて絵
カードや写真の使用・大きな文字や図に書いて示すなど
の配慮を行っています。
自分の気持ちをうまく整理できないときには、一緒に書
き出して自分の気持ちに気づく取り組み等も行います。
今後もひとり一人のコミュニケーション状況に応じた伝
達の仕方を工夫していきます。保護者とは、面談や電話
連絡、帳面やプリントを介しての情報伝達など、取りや
すい方法を選択できるようにしています。日時の調整等
も可能な範囲で調整しています。

45
事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を
図っているか。

〇

法人全体として、秋祭りやもちつき会などの行事を実施
し、地域住民の皆さまにもご参加いただくことで、地域
に開かれた事業運営を行っています。また、「こども
110番の家」の取り組みにも協力し、地域の安心・安全
に貢献できるよう努めています。

46
事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染
症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発
生を想定した訓練を実施しているか。

〇

職員・保護者等への周知徹底を図っています。令和５年
度からマニュアル・業務継続計画・指針等以外に安全計
画が加わり、実施しています。
各マニュアルを設置し、事業所内研修にて周知していま
す。緊急時にも迅速かつ適切に対応できる体制を整えて
います。

47
業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、
定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。

〇

業務継続計画（BCP）を策定し、非常災害時にも事業を
継続できる体制を整えています。また、地震や火災等の
発生を想定した避難訓練や救出訓練を定期的に実施し、
職員間で役割や対応手順を確認しています。あわせて、
関係機関とも連携を図りながら、緊急時に迅速かつ適切
に対応できる体制づくりに努めています。

48
事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認して
いるか。

〇

利用開始の際、もしくは状況の変化時に服薬や予防接
種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しています。
また、職員は隔年救命救急の実技研修を受講したり、て
んかん発作等の研修も受講しています。

49
食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応が
されているか。

〇
アレルギー対応マニュアルを策定し、必要に応じて対応
しています。

50
安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置
を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。

〇

安全計画を作成し、安全管理体制を整えています。安全
管理に関する研修や各種訓練を定期的に実施するととも
に、ヒヤリハット事例を職員間で共有し、支援後の振り
返りを通して再発防止策を検討しています。あわせて、
必要な点検や環境整備を行い、安全が十分に確保された
中で支援を行っています。
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51
こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計
画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。

〇

安全計画に基づく取り組み内容について、家族会を通じ
て周知しています。緊急時の対応方法や連絡体制につい
ても説明し、家庭と連携しながらこどもの安全確保に努
めています。

52
ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検
討をしているか。

〇

ヒヤリハット報告書を作成しています。
その都度報告を行い全体で共有しています。
再発防止、事故発生に至らないように努めています。
今後もヒヤリハットで学んだことを、よい支援に繋げて
いきます。
こどもの安否確認に関しては、毎朝しっかりと当日利用
の方の出席確認がとれる体制を継続し、安心・安全に十
分配慮しながら業務を行っています。

53
虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をし
ているか。

〇

虐待防止研修にeラーニングを導入し、全職員が受講で
きる体制を整えています。映像や資料を活用して事業所
内で共有するとともに、定期的な振り返りや具体的な事
例検討を行い、理解を深めながら適切な支援につなげて
います。

54
どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決
定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後
等デイサービス計画に記載しているか。

〇

身体拘束廃止・虐待防止・権利擁護は法人全体の研修を
十分に行い、未然防止の共通認識を図っています。身体
拘束に相当する行為は、非代替性で生命に関わる場合以
外で行うことは想定していませんが、未だ事例はありま
せん。仮に拘束が必要と思われる場合は、事前に保護者
に説明し、了解を得たうえで行うことになると考えてい
ます。現在はサービス計画への記載を必要とする利用児
がいないため記載には至っていません。

時
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